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3．留学費用について / Expenses 

支
出
額 / E

xpenses 

総額 

Total Amount 
283,200 円/yen 

内訳 

Details 

渡航費（往復）/ Flight Ticket (Round Trip) 36,000 円/yen 

ビザ申請手数料/ Visa Application Charge 8,000 円/yen 

予防接種費用 / Immunization Charge 0 円/yen 

保険料 / Travel Insurance 20,000 円/yen 

教材費（授業料以外の学費） 

/ Learning Material (Extra Tuition Fee)  
0 円/yen 

宿舎費（住居費）/ Accommodation Fee 26,000 円/yen 

光熱費 / Utility Cost 3,200 円/yen 

食費 / Meal Cost 150,000 円/yen 

通信費（インターネット・携帯）/ Internet, Phone 10,000 円/yen 

交通費（宿舎－大学間） 

/ Transportation (Accommodation ~ Univ, Campus) 
0 円/yen 

交際費 / Social Expenses 30,000 円/yen 

その他 / Others（      費）

（      費） 

（      費） 

 

 

 

円/yen 

円/yen 

円/yen 

4．授業・修学について / Courses and Study 

授業の概要について（カリキュラム，

プログラム，履修した科目，時間数，

履修形態等）/ Brief Description of Courses 

(Curriculum, Program, Registered Courses, 

Study Hours, Course Style) 

Economics, Community Development, Speech, Anthropology, Japan Studies 

 

単位互換希望の有無 / Credit Transfer 

from Host to Home University 

□有/Yes    □無/No 

授業・勉強についてのアドバイス（留

学前の履修，留学中，単位取得等）/ 

Advice for Class and Study (Before and 

During Study Abroad) 

読書課題が大量に出ることがあるので、早めに取り組むこと 

日本と異なる授業形態などにおける困

難や挑戦（ティーチングスタイル・先

生と学生の関係性など）/ Difficulties and 

Challenges Faced in Classes Different 

from Japan (Teaching Style, 

Relationship with Professors/Lecturers) 

・グループワークが多く、積極的に参加しないと取り残される 

・留学生であることを授業前に教授に伝えないとタガログ語で進め始めるの

で注意が必要 

 

5．生活等について / Lifestyle 

（１）留学先の住居について / Accommodation  

住居の種類   

Type of Accommodation 

□大学の寮 / University Dormitory  □アパート / Apartment   

□その他 / Others（     ） 
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住居の広さ  

Size of the Room 
約/approximately 

      12 ㎡  

同居人の有無 

Roommate(s)? 

□有 / Yes（  2 人/People） 

□無 / No 

住居に附属する設備 

Facilities in Accommodation 

□電気/ Electricity □ガス/ Gas □水道/ Water □給湯/ Hot Water □シャワー/ Shower 

□風呂/ Bathtub □水洗便所/ Flushable Toilet □暖房/ Heating □冷房/ Cooling □台所/ 

Kitchen 

□食堂/ Dining Room  □固定電話/ Land-Line Phone □インターネット/ Internet   

□その他/ Others（                     ） 

住居費 

Accommodation Fee 

１ヶ月当たり/ per month   (現地通貨/ local currency) 約/ approximately 

 2,500 円/yen 

留学先での住居全般に関す

るアドバイス 

A c c o m m o d a t i o n  A d v i c e 

・暑いので扇風機の購入が必須、電気代は高くないのでつけっぱなしでも問題ない 

・夜間は外に出られず、空腹に苦しむ 

（２）医療について / Medical Care 

保険の加入先 

Insurance 

(Who Des ignated) 

□本学指定の保険 / Hiroshima University  □留学先大学指定の保険 / Host University   

□その他 / Others（      ） 

保険の補償内容 

Insurance Coverage 

補償額 / Coverage 死亡 / Death    円 / yen, 

入院1 日 / per day of Hospitalization     円 / yen 

その他 / Others（            ） 

 

留学前後での予防接種の必

要の有無  

Immunization Requirement  

□有 / Yes （種類 /Acquired Immunizations：  
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（5）気候・服装についてのアドバイス / Advice on Local Climate and Clothing 

・暑い。夜に少しだけ寒くなる時期もある。 

・虫除けスプレーは必須。 

・人によるが、良い服は着る機会がほとんどないので荷物になる。現地で安く買えばいい。靴も同様。 

・サンダルの使用頻度が高い。服装もそのうちわかる。 

 

 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

/ Available Resources (Library, Cafeteria, Campus Wi-Fi, etc.  ) 

・寮にWi-Fi があるが、安定はしていない。圏外になることはあまりない。 

・近くにきれいなモールがあるので、ある程度のものはそこで揃う。食事処もあるが、寮の近くに安価なストリートチッ

クレストランが多数あるため、男はそっちに行くことが多い。 

 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 

     / Communication with Local Students and People (Available Opportunities?) 

・”トモカイ”という日本大好きサークルがあり、いろいろと手助けしてくれる。 

・留学生同士で仲良くなることが多い 

・授業が一緒だった人と仲良くなることもある 

 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと / Care and Attention regarding Customs and Manners 

・明るくて、良い人が多かった。どこに行っても優しい人が多いが、みんな口をそろえて“ほかのヤツらは信用するな”

と言うので、外出先で警戒から入ることは重要。 

・日本での常識は通用しない。おおらかに生きないと、気持ち的に自分が損することが多くなる。ただし出るとこは出な

いと、下に見られてうまくいかなくなることもあるので、強く生きる必要がある。 

・特に時間に関してルーズなので、相手に合わせてルーズになると楽になる。 

 

 

（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの / What Should You Bring? What Should You NOT Bring? 

・カップ麺、お菓子は自分用でもあげる用でも役に立つ。 

・パソコン 

 

 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス / Other Useful Information and Advice about Life Abroad 

・笑って過ごせばなんとかなる 

・時間は余るほどあるので、いろんな場所へ訪れるといい経験になる 
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6．帰国後の進路について / Your Career After Study Abroad  

卒業予定年月  

Expected Graduation 
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9．自由記述（日本語・1,200 字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

一枚目の写真は私が住んでいたところです。参考までに。 

フィリピンへの留学は、日本文化の中で生きてきた自分にとってとても貴重な経験となりました。まさに異文化交

流でした。あらゆる常識が違い、驚く日々でした。最初に出会った驚きは、教授が授業に来ないというものでした。

“一週目はそんなもん。”“30 分来なかったら帰っていい。”という新しい常識を身につけました。日々新しい経験

をする中で、私にとって最も印象深かった出来事はビザの発行です。なぜかというと帰国の二か月前まで正式な発行

をしてもらうことができなかったからです。ビザの発行に関しては、スムーズにいかない可能性が高いと思ってくだ

さい。私のようなケースは稀ですが、追加料金を請求される人もいました。私の場合は留学期間よりビザの期間が短

く、その申し立てをしたところ、二か月くらい待ってくれと言われ、二か月ほどして訪ねたところ、まだできてない

と言われました。そこから何度尋ねても二か月と言われ、最終的に知り合いのつてをたどって日本大使館とつながり

のある人に連絡を取ってもらい、帰国の二か月前に学生ビザを発行してもらうことができました。フィリピンにおい

て、物事は期待通りに進まないということを身にしみて感じました。 

こんなこともあり、フィリピンで生活していくうちに、少々のことは気にならなくなりました。まぁこんなものだ

ろう、それくらいいいか、と。気にしていたら、生きていくのが窮屈に感じてしまうことが分かってきます。私も発

狂しそうになる場面に遭遇しながら学ぶことができました。そういった意味で、精神的に成長ができたのではないか

と思います。 

 もちろん言語面の成長もありました。現地の人との交流もありましたが、私はほかの留学生と遊ぶ機会が多くあ

りました。フィリピンに住むとみんな陽気になるのか、楽しい人たちばかりでした。そこでの共通言語はもちろん英

語だったので、自分の話をするにも、相手の話を聞くにも英語だったので、そこで大きく成長できたように感じます。 

 余談ですが、リゾート地の観光は行っておいて損はないと思います。楽しみ方によってはお金がかかりますが、

いろいろと安く済ますこともできるので一度は行ってみたほうが良いと思います。また、アジア諸国を巡るのも日本

から行くよりは安く巡ることができるはずです。年末年始はほとんどの店が閉まり、多くの友達は帰省なり、旅行な

りで、大学周辺にはいないため、その過ごし方を考える必要があると思います。 

 つらいこと苦しいこともありましたが、楽しいことや貴重な経験ができた留学生活でした。留学してほんとによ

かったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


